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謹賀新年　日生研営業部から皆様へご挨拶
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東エリア長・南東北・新潟・北関東地区・長野担当　関  淳一
まずは、担当エリアが拡大以降、なかなか定期的な訪問ができておらず誠に申し訳ございません。
この場を借りてお詫び申し上げます。今年はなんとか工夫してこれまで以上に顔をお出しできるよ
う努めたいと思います。
さてこの時期になりますと2022年の年末に雪道で足を滑らせ、左足首を骨折した苦い経験を思
い出します。おかげさまで、その際に固定のため入れられたプレートとスクリューを昨年の春に除
去することができました。年々、心身の衰えを感じずにはいられませんが、本年も健康第一で頑
張る所存です。
どうぞよろしくお願いいたします。

西エリア長・東海北陸・北九州地区担当　門馬  望
近年は誰と会話をしていても、人手不足の話題になります。私の職場も例外ではありません。昨
年は社員採用に関わる仕事が増えたこともあり、人を選ぶ技術について書籍を数冊購読しました。
その中で私の心に留まったのは「好奇心の強い人材が良い」という一文でした。なるほど、世間で
成功している人は困難な局面でも、「面白そう」と逆境に果敢に挑んでいる印象があります。知的欲
求の高さは自己成長にもプラスに働いていて、金銭面のみが動機となっていない点も、人として
魅力的です。
今年は自分も興味の幅を広げる事を抱負としたいと思います。

営業部副部長・北海道担当　加園  岳大

明けましておめでとう御座います。今年も変わらず宜しくお願いします。
本年は巳年で御座います。蛇は脱皮を繰り返しながら成長していく生き物で、再生や蘇りのシンボ
ル的存在です。餌をしばらく食べなくても生きながらえる生命力の強さから、神の使いとして崇め
られてきました。また、蛇は財運や繁栄の象徴ともいわれますが、その巳年の中でも2025年は
60年に一度の「乙巳（きのとみ）」の年で、金運や財運に恵まれる年だそうです。私事ですが、今
年でアラフィフです。老後の資金を稼がねばなりません。この60年に一度の年を大切にしたいです。

取締役　営業部本部長　乙訓  篤司
旧年中は格別のご厚情を賜り御礼申し上げます。
会社経営や日常生活に先の見えない社会情勢と気候変動及び自然災害がもたらす弊害を痛感せざ
るを得ない昨今となりました。それでも生産者様及び関係者皆様方が業績を伸ばされている施策
と成果を拝見する度に、「畜産業界は発想と行動力でまだまだ経営向上できる業界」だと感じました。
弊社も揺らぐこと無き防疫への使命を抱き、皆様方の一助となる為に、製品と情報をお届けし、
生産性向上に努めさせていただく所存で御座います。今年も目的を明確に持ち突き進みます。今
年一年が皆様にとって健やかで発展的な年になりますよう心よりお祈り申し上げます。
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千葉・神奈川・山梨担当　大友  茂
昨年は地元(川崎市ですが)、神
奈川県のプロ野球チーム「横浜
ベイスターズ」がセリーグ3位な
がら下剋上で日本一となり、明
るい話題を提供してくれました。
養豚産業も日生研ワクチンの効
果も相まって、疾病の少ない明
るい話題の多い一年となります
ように願っています。

私は昨年同様、皆様のお目にかかる事も少ないかと存じま
すが、出来る限りお役に立てるように行動します。引続きご
指導ご鞭撻のほど、よろしく御願いいたします。

近畿中四国地区担当　洲澤  佑輝
中四国・近畿地方を担当して一
年が経ちますが、担当地域の
広さに悪戦苦闘した年でした。
今年は多くの方々に有益な情報
提供が出来るよう更に精進いた
しますのでご指導・ご鞭撻の程
お願い申し上げます。また、私
事ですが今年で30歳の節目を
迎えることもあり本格的に食生

活の見直し(特に減量)に励みたいと考えております。新年
一発目に年齢と同じ距離の30㎞の青梅マラソンにエント
リーしていますので、完走を目標に頑張りたいと思います。

青森・秋田・岩手担当　二見  裕樹
コロナ禍以降、停滞していた社
会が少しずつ変化して参りまし
た。
特に国内一次産業の人手不足
は当面の間継続すると予想しま
す。これは自身が更に成長する
チャンスであり固定観念を打破
するタイミングでもあると思い
ます。本年は社会変化の壁に

立ち止まるのではなく打破するための一年にしたいと思い
ます。
引き続きご指導ご鞭撻のほど宜しくお願いします。

群馬・埼玉担当　貫井  涼平
現在の群馬・埼玉地区を担当さ
せていただいてから2年目とな
りました。車を運転する時間が
増え運動量が減り、外食も増え
たことから若干増量してしまいま
した。今年2月に青梅マラソンに
参加する予定なので、それまで
に減量を目標にまずは食生活に
注意して仕事したいと思います。

外国人観光客が明らかに増えており、アフリカ豚熱(ASF)
などの国内未発生の病気のリスクも高いですが、平穏な
2025年になることを願います。

宮崎･大分担当　永木  宏明
新年あけましておめでとうござ
います。 昨年は大変お世話にな
りました。今年はご期待に応え
るべくさらに精進してまいりま
す。今年も引き続き変わらぬご
指導ご鞭撻のほど宜しくお願い
致します。
今年の目標は 3キロのダイエッ
トです。

鹿児島･沖縄担当　石川  秀倫
鹿児島県、沖縄県のすばらしい
環境において健康で豊かな豚を
育てるために、情報提供や技術
向上に努め、皆様のさらなる発
展に貢献できるよう邁進する所
存です。豚肉には人間に必要な
微量元素が豊富にあり、その微
量元素は部位で異なるため、
古来の人間は様々な部位をバ

ランスよく摂取していたようです。皆様が大事に育てた豚
を大切にいただき、強靭な肉体を得るべく一年を過ごす所
存です。本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。


